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平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11月15日（月）～19日（金）午前中       
12月13日（月）～17日（金）午前中
１月17日（月）～21日（金）午前中
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１金曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）

穴なし　　外注出力の時、穴なしと書いておく事

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。         
◆「禁煙外来」は毎週火曜日（午後）要予約です。         
◆「小児科」の診察は、以下の時間となります。その他の時間帯は「内科」で診察します。         
　　午前８：３０～１１：００　　午後１４：００～１６：３０         
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※

　
※

※

11月：１日、２日、15日、16日　　12月：６日、７日、20日、21日　
１月：17日、18日、24日、25日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

要予約

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入
院治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。
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令和２年度 平戸市病院事業決算報告
平戸市と長崎大学熱帯医学研究所の新たなコラボレーション
Summer Camp 2021 ONLINE
平戸市立病院『院内研究会』を開催しました
平戸市民病院リハビリスタッフの『耳よりなハナシ～自助具って何だろう～』
生月病院放射線スタッフの『ちょっと聞いておくれ～間質性肺炎について～』
毎日できる健康チェック～「フレイル」を予防しましょう～
栄養管理室だより『いっただきまーす』
外来診療カレンダー　



毎月第２・第４金曜日　　　※予約患者のみ　　    
毎月第１水曜日（午後）　大腸ファイバー       
毎週土曜日       
毎月第１金曜日（午前中）       
毎月第３金曜日（午前中）       
毎月第２・第４木曜日（午前中）　　※予約患者優先       
毎週火曜日　９：００～１１：３０　※予約患者のみ       
毎月第２・第４金曜日（午前中）　　※予約患者のみ           

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。         
◆「禁煙外来」は毎週火曜日（午後）要予約です。         
◆「小児科」の診察は、以下の時間となります。その他の時間帯は「内科」で診察します。         
　　午前８：３０～１１：００　　午後１４：００～１６：３０         

【材料２人分】

入院 6億3,832万円
外来 3億4,145万円
介護医療院 7,461万円
訪問看護 1,577万円
通所リハ 3,136万円
その他 1億3,282万円

入院 6億3,832万円
外来 3億4,145万円
介護医療院 7,461万円
訪問看護 1,577万円
通所リハ 3,136万円
その他 1億3,282万円

入院 2億9,105万円
外来 1億3,667万円
その他 6,492万円

入院 2億9,105万円
外来 1億3,667万円
その他 6,492万円

負担金交付金 2億589万円
患者外給食 88万円
長期前受金戻入 6,053万円
その他 818万円
補助金 1億4,149万円

負担金交付金 2億589万円
患者外給食 88万円
長期前受金戻入 6,053万円
その他 818万円
補助金 1億4,149万円

負担金交付金 1億1,172万円
患者外給食 22万円
長期前受金戻入 2,856万円
その他 279万円
補助金 4,151万円

負担金交付金 1億1,172万円
患者外給食 22万円
長期前受金戻入 2,856万円
その他 279万円
補助金 4,151万円

支払利息 2,298万円
雑損失 5,521万円

給与費 4億3,444万円
材料費 5,127万円
経費 1億3,685万円
減価償却費 6,606万円
資産減耗費 56万円
研究研修費 48万円

給与費 4億3,444万円
材料費 5,127万円
経費 1億3,685万円
減価償却費 6,606万円
資産減耗費 56万円
研究研修費 48万円

支払利息 71万円
雑損失 1,859万円

平戸市民病院
生 月 病 院

医業利益 経常利益
△2億2,216万円
△1億9,702万円

1億1,661万円
△3,152万円

1億1,956万円
△3,206万円

7億4,966万円
9,693万円

純 利 益 企業債残高

給与費 8億7,354万円
材料費 1億5,539万円
経費 3億138万円
減価償却費 1億1,534万円
資産減耗費 1,020万円
研究研修費 64万円

給与費 8億7,354万円
材料費 1億5,539万円
経費 3億138万円
減価償却費 1億1,534万円
資産減耗費 1,020万円
研究研修費 64万円

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受け、原則、独立採算制
をとっており、入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域に不可欠な病院が持続的に、安定的
な経営を行っていけるよう職員一同、鋭意努力しているところです。
　令和２年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

令和２年度
平戸市病院事業決算報告

令和２年度
平戸市病院事業決算報告
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区　分

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院
生月病院

市民病院
生月病院

本年度
前年度
比　較
本年度
前年度
比　較

25,623
30,511
△4,888
13,596
16,010
△2,414

入院患者（人）
延数 1日平均

70.2
83.4
△13.2
37.2
43.7
△6.5

39,152
42,350
△3,198
20,245
24,451
△4,206

外来患者（人）
延数 1日平均

161.1
176.5
△15.4
83.3
101.9
△18.6

病床利用率
（％）

患者延数
（人）

病　床　数
（床） 一般 療養

64,775
72,861
△8,086
33,841
40,461
△6,620
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41

◆患者動向

◆正規職員数（単位：人）

◆固定資産明細（単位：万円）

◆年度別純利益（損失）の推移

今年度増加額
今年度減少額
年度末残高
今年度増加額
今年度減少額
年度末残高

土地

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

区　分 合計建物 構築物 器械備品 車両 リース資産建設仮勘定
0
0

18,717
0
0

741

0
0

202,509
0
0

96,459

0
0

102,886
0
0

671

13,642
17,972
101,975
1,965
303

53,081

0
0

2,562
0
0

317

0
0
0
0
0

720

100
0

100
0
0
0

13,742
17,972
428,749
1,965
303

151,989

1億151万円
135万円

6,788万円
1,369万円

2,505万円
1,578万円

1,817万円
△572万円

令和２年度令和元年度
△1,079万円
△3,183万円

　　
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収

支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
23
憶
３
，
３
７

３
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
22
憶
４
，

６
２
３
万
円
と
、
差
引
８
，
７
５
０
万
円

の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。
平
戸
市
民

病
院
及
び
生
月
病
院
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
、
入
院
・
外
来
患

者
数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
の
国
・

県
補
助
金
の
交
付
も
あ
っ
て
、
平
戸
市

民
病
院
は
１
億
１
，
９
５
６
万
円
の
純
利

益
と
な
り
、
生
月
病
院
は
、
３
，
２
０
６

万
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
公
的
病
院
の
再
編
・
統
合
に
係

る
対
応
に
つ
い
て
は
、
平
戸
市
立
病
院

あ
り
方
検
討
委
員
会
を
５
回
開
催
し
、

今
後
の
市
立
病
院
の
あ
り
方
及
び
新
次

期
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
12
月
に
は
、
市
長
へ
の
中
間
答
申

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
生

月
病
院
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

の
転
換
及
び
病
床
の
削
減
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
満
足

を
得
ら
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
、
地
域
に
寄
り
添
う
包
括
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

決
算
概
要

1億1,95６万円
△3,206万円

いつまでも自分らしく、自立して生活するために「フレイル」を防いで、
健康寿命を延ばしましょう。

フレイルチェック

フレイル予防のために



有限会社鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

　
ま
た
、
血
液
検
査
、
呼
吸
機

能
検
査
の
肺
活
量
で
の
評
価
を

行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

気
管
支
鏡
を
使
っ
て
の
検
査
も

行
い
ま
す
。

   

間
質
性
肺
炎
は
、
ど
の
タ
イ

プ
の
も
の
か
に
よ
っ
て
、
と
る

べ
き
治
療
法
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
間
質
性
肺
炎
は

完
全
に
治
す
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
使
う
お
薬
に
よ
っ
て
進

行
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

非
薬
物
療
法
と
し
て
、
酸
素
療

法
、
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
も
適
応
す
る
患
者
さ
ん
に

対
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
禁
煙
」「
風
邪
の
予

防
」「
栄
養
管
理
」「
適
度
な
運

動
」
な
ど
の
日
常
生
活
の
管
理

も
大
切
で
す
。

治
　　療

◇生月病院で検査したCT画像

上：間質性肺炎　　下：正　常

・上の画像では、白い薄い壁を持つ穴が並

　びハチの巣のように見えます。（蜂窩肺）

　
は
じ
め
ま
し
て
、
長
崎
大
学
熱
帯

医
学
研
究
所
臨
床
部
門
・
長
崎
大
学

病
院
感
染
症
内
科
（
熱
研
内
科
）
教

授
の
有
吉
紅
也
（
あ
り
よ
し
こ
う
や
）

と
申
し
ま
す
。

　
今
年
の
４
月
に
、
長
崎
大
学
病
院

　「
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機

構
」
機
構
長
を
副
機
構
長
の
前
田
隆

浩
教
授
と
と
も
に
併
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
構
は
、
調
漸

教
授
が
中
桶
了
太
准
教
授
ら
と
と
も

に
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
「
へ
き
地

病
院
再
生
支
援
・
教
育
機
構
」
を
発

展
的
に
改
組
し
た
も
の
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
長
年
、
ア
フ
リ
カ
や

東
南
ア
ジ
ア
で
医
療
や
研
究
に
携
わ

り
、
16
年
前
に
長
崎
大
学
熱
帯
医
学

研
究
所
の
内
科
（
熱
研
内
科
）
教
授

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
私
の
教
室
へ
は
、
日
本
中
か
ら
海

外
で
の
医
療
協
力
や
研
究
を
志
す
医

師
が
集
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
な

か
に
は
日
本
国
内
で
は
医
療
過
疎
で

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
者
が
少
な
か

ら
ず
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
医
師

へ
の
黒
田
成
彦
市
長
の
ご
理
解
と
、

こ
れ
ま
で
に
も
平
戸
市
民
病
院
の
押

淵
徹
院
長
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
ご
縁
も
あ
っ
て
、
私
が

機
構
長
を
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
国
境
や
県
境
を
越
え
て
活
躍
す
る
医
師
や
医

療
従
事
者
と
共
に
、
微
力
な
が
ら
平
戸
の
地
域
医
療
を
支
え

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

長
崎
大
学
病
院  

国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
　

機

構

長
　

有
　
吉
　
紅
　
也

　
長
崎
大
学
病
院
総
合
診
療
科
教
授
の
前
田
隆
浩
と
申
し
ま

す
。
総
合
診
療
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
者
を
し
て
お

り
、
総
合
診
療
医
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
総
合
診

療
医
は
、
ま
る
ご
と
何
で
も
診
る
地
域
の
医
師
で
す
が
、
数

年
前
か
ら
平
戸
市
民
病
院
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
若
手
医

師
の
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
と
一
緒

に
レ
ベ
ル
の
高
い
総
合
診
療
医
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
充

実
し
た
地
域
医
療
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
崎
大
学
病
院  

国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
機
構
長
　

前
　
田
　
隆
　
浩

平
戸
市
と
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
の
新
た
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
長
崎
大
学
病
院
「
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
」

平
戸
で
「
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
人
」
と
「
総
合
診
療
専
門
医
」
を
育
成
・
支
援

長崎大学病院スタッフ

顧問
（長崎大学 感染症共同研究拠点 副拠点長 教授）

機構長
（長崎大学病院 感染症内科 教授）

副機構長
（長崎大学病院 総合診療科 教授）

機構助手
（長崎大学病院 感染症内科 助手）

平戸市民病院スタッフ

顧問
（国民健康保険 平戸市民病院 院長）

臨床教育責任者
（国民健康保険 平戸市民病院 副院長）

指導医
（国民健康保険 平戸市民病院 医師/  長崎大学病院 感染症内科 医員      ）

調　漸

有吉紅也

前田隆浩

杉本尊史

押 淵 　 徹

中 桶 了 太

池田恵理子

長崎大学と平戸市の協定締結式ホームページで広く医師を募集しています

「蜂窩肺」

生月病院　放射線班　岩村　誠一



検
査
・
診
断

長崎大学 平戸市民病院

気管

気管支

肺胞
肺

正常な肺胞構造 初期の間質性肺炎 進行した間質性肺炎

間質

間質が厚く硬くなり、
酸素が取り込めない

線維化して縮んだ状態

肺細胞の病状進行図

Summer Camp 2021
ONLINE

間質性肺炎について間質性肺炎について

間
質
性
肺
炎
と
は

  

人
間
が
呼
吸
を
す
る
時
、
空

気
は
ま
ず
鼻
か
ら
入
り
、
の
ど
、

気
管
、
そ
し
て
左
右
の
気
管
支

を
通
過
し
て
肺
内
に
い
た
り
ま

す
。
気
管
支
は
肺
に
入
る
と
、

細
か
く
枝
分
か
れ
し
て
い
き
、

最
終
的
に
は
末
端
の
「
肺
胞
」

と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
袋
に
到
達

し
ま
す
。

　
肺
は
、
た
く
さ
ん
の
肺
胞
の

あ
つ
ま
り
で
、
そ
の
中
に
は
空

原
因
・
症
状

テーマ：日本の最北端と最西端で
　　　　地域医療・コミュニティ
　　　　ヘルスを考える

　平戸市民病院では2005年から、長崎大学と連携し、地域医療やケアを体験し考える夏合宿を開催しています。
　今年は昨年に引き続き、新型コロナウイルスの感染防止のためオンラインで行いました。直接会うことが
できませんが、場所を飛び越えてつながることができます。そこで、「日本の最北端と最西端で地域医療・コ
ミュニティヘルスを考える」と題して北海道と平戸や世界各地の地域医療について、聞き、考えるプログラ
ムを用意しました。
　8月28日午前9時に黒田市長の開会挨拶でスタートし、世界各地の医療を経験した先生方の講演や北海道北
部や平戸市の医療に関する講演とともに、「地域の健康度を向上させるしくみ」をテーマにグループに分か
れて話し合いました。医学生、福祉学生、その他関係者100名以上が夕方まで講演やグループワークを通し
て、グローバルな地域医療について考えました。その様子についてお知らせします。

　地域で、病院の中と外で、COVID-19に
どのように備え、戦ってきたか。長崎、
北海道、フィリピンからの報告です。増
田先生からは、長崎離島で行政、消防、
介護施設、後方支援病院との連携を強化
する取り組み、松田先生からは、道東の
広域な診療圏を抱える中核病院での院内
クラスターの教訓、クリス先生からは、
フィリピンの感染症専門病院でのPCR検
査法確立を含めた支援や貧困地域の感染
症疫学研究などの報告がありました。

　歴史とロマンの

島である平戸の魅

力について、キリ

スト教伝来による

医療と福祉の慈善

活動を通して紹介。

　長崎大学医学科、長崎純心大学

地域包括支援学科、旭川医科大学

医学科、隠岐島前高校と、異なる

バックグラウンドの学生が集まっ

て、『気がついたら健康になるしか

け』を企画するグループワークを行

いました。

特別セミナー「新型コロナから地域を守る！2021」

グループワーク「『気がついたら健康になるしかけ』を企画しよう 平戸の紹介

長崎県上五島病院 医師　
増田　真吾先生

遠軽厚生病院 循環器科主任部長　
松田夏菜子先生

国民健康保険 平戸市民病院　
薬剤部  近藤　司先生

長崎大学 熱帯医学・グローバルヘルス研究科　
教授 クリス・スミス先生

　国際医療協力活動から帰国したばかりのお二人による活動報

告です。鵜川先生はパプアニューギニアでの結核のミッション、

蟹江先生はリベリアでの小児のミッションをされていました。

お二人にとって初めてのミッションを終えて、派遣前の経緯か

ら現地での仕事の様子、そこで感じたこと考えたことを語って

いただきました。

　長内先生からは、北海道の地理学的特性から説き起こして、

三大疾患(癌、脳卒中、心疾患)や他の地域では稀な疾患につい

ての解説がありました。

　黒嶋先生からは、広大なフィールドと極寒の気候の中での救

命救急の奮闘の様子を、実際の症例を紹介しながら熱く語ってく

ださいました。

　中桶先生からは、海と山との関連が深い平戸ならではの疾患

について紹介がありました。

　荒木先生と押渕先生からは松浦市のACP啓発DVDの紹介と、

それを市民と一緒になって作成したプロセスを通して見えてき

た真の多職種連携の姿についてのお話いただきました。

　　
鵜川　竜也先生

　　
蟹江　信宏先生

長崎国際医療人懇談会2021

地域医療講演会

旭川医科大学地域医療再生フロンティア研究室　
特任教授　長内　忍先生

旭川医科大学病院救命救急センター 集中治療部　
副部長  黒嶋　健起先生

国民健康保険 平戸市民病院　
副院長　中桶　了太先生

左:松浦市役所 保健師 荒木典子先生
右:押渕医院 医師 押渕素子先生

長崎大学病院感染症内科/国境なき医師団 医師

生月病院放射線スタッフの

気
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で
い
ま
す
。

肺
胞
の
周
り
に
は
毛
細
血
管
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
肺
胞

の
壁
と
血
管
の
間
で
ガ
ス
交
換

（
血
液
に
酸
素
を
取
り
込
む
一

方
で
、
二
酸
化
炭
素
を
放
出
す

る
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
肺

胞
の
ま
わ
り
の
薄
い
壁
の
こ
と

を
「
間
質
」
と
呼
び
ま
す
。
間

質
性
肺
炎
は
、
な
ん
ら
か
の
原

因
で
こ
の
薄
い
肺
胞
の
壁
「
間

質
」
に
炎
症
や
損
傷
が
起
こ
り
、

壁
が
厚
く
硬
く
な
り
ガ
ス
交
換

が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る
病
気

で
す
。
主
に
細
菌
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
起
こ
る
「
感
染
症
に

よ
る
肺
炎
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

   

原
因
は
多
く
の
場
合
、
特
定

で
き
ま
せ
ん
。
原
因
不
明
と
い

う
意
味
で
「
特
発
性
」
と
い
う

言
葉
を
使
い
、
原
因
不
明
の
間

質
性
肺
炎
を
「
特
発
性
間
質
性

肺
炎
」
と
呼
び
ま
す
。
原
因
が

特
定
で
き
る
場
合
も
あ
り
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
膠
原
病
（
自

己
免
疫
性
疾
患
）
を
は
じ
め
、

抗
癌
薬
や
漢
方
薬
な
ど
の
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
に
よ
る
薬
剤
性
や
、

金
属
や
鉱
石
の
粉
塵
吸
入
に
よ

る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

ま
た
、
喫
煙
は
間
質
性
肺
炎

を
進
行
さ
せ
ま
す
。
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
肺
に
感
染
し
て
起
こ

る
肺
炎
で
は
、
熱
や
痰
を
伴
う

咳
な
ど
が
多
い
で
す
が
、
間
質

性
肺
炎
で
は
そ
う
い
っ
た
症
状

は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
は

じ
め
は
多
く
が
無
症
状
で
す
が
、

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
で

の
軽
い
息
切
れ
や
、
痰
を
伴
わ

な
い
乾
い
た
咳
で
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
間
質
性
肺
炎
は

少
し
ず
つ
進
行
し
ま
す
の
で
、

症
状
を
自
覚
し
た
段
階
で
か
な

り
病
気
の
状
態
が
悪
化
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に

間
質
性
肺
炎
と
し
て
受
診
さ
れ

る
方
の
多
く
は
無
症
状
で
、胸
部

Ｘ
線
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る

診
断
結
果
の
異
常
が
受
診
の
動

機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
間
質
性
肺
炎
の
診
断
に
は
、

医
師
の
問
診
や
聴
診
（
肺
が
膨

ら
む
と
き
に
「
パ
チ
パ
チ
」「
パ

リ
パ
リ
」
と
し
た
音
）
で
の
診

察
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
胸
部

Ｘ
線
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
検
査
と
い
っ

た
画
像
検
査
が
重
要
で
す
。

　
２
つ
の
画
像
検
査
で
は
、
ス

リ
ガ
ラ
ス
様
陰
影
と
呼
ば
れ
る

影
が
特
徴
的
で
す
。
さ
ら
に
進

行
す
る
と
肺
が
硬
く
な
る
状
態

の
線
維
化
を
反
映
し
て
、
ハ
チ

の
巣
の
よ
う
に
見
え
る
蜂
巣
状

を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。　
特
に
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
り

間
質
性
肺
炎
の
有
無
か
ら
、「
通

常
型
」
や
「
非
特
異
性
」
な
ど

の
形
の
分
類
、
重
症
度
な
ど
多

く
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

か
ん

し
つ
せ
い
は
い
え
ん

詳しくは、HP 長崎大学病院国境を越えた地域医療支援機構 検索

動画配信中



市民病院リハビリ
　スタッフの

【自助具の紹介】

固くしまったペットボトルのフタに使用します。

フタにかぶせて回すだけで、少ない力でも開ける

ことができます。

ビン、缶、ペットボトルなど

を開けるときに使います。

握る力がよわくてもしっかり持ちやすい

形のお箸です。

時間がかかっても自分でおいしく食べる

ことができるようになります。

☆ペットボトルオープナー　

☆マルチオープナー

☆箸ぞうくん

平戸市立病院『院内研究会』を開催しました平戸市立病院『院内研究会』を開催しました平戸市立病院『院内研究会』を開催しました
　９月４日（土）、生月町中央公民館において、日頃の研究成

果を発表・報告する「院内研究会」が、２年ぶりに開催されま

した。

　今回は新型コロナウイルス感染症予防の観点から、会場と平

戸市民病院を繋いだオンライン形式の開催となり、平戸市民病

院及び生月病院の職員約100名の参加がありました。

　第１部看護部の発表では、出口 ミユキ（生月病院看護師主任）座長の進行により、

①「看護師がEMISを入力出来るようになるまでの取り組み」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生月病院看護師　　　江頭　富美代

②「院内感染ラウンドの導入」　　　　　　　　　　　　平戸市民病院看護師　松山　大作

③「早期退院支援に関する看護師の意識変化～中間サマリー・中間カンファレンスを導入して～」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生月病院看護師　　　小田　裕子
　

の３つが発表されました。看護部の発表においては、すべての取り組みで職員の意識の向上、業務改善

が見られました。

　第２部医療技術部の発表では、岩村 誠一（生月病院総技師長）座長の進行により、

①「院外処方箋の疑義照会プロトコル運用」　　　　　  生月病院薬剤師　　　　青木　知子

②「地域に届け！薬物乱用防止教室」　　　　　  　　　平戸市民病院薬剤師　　近藤　司

③「ALPとLDの常用測定法の国際基準化について」　    生月病院臨床検査技師　谷口　真彦

の３つが発表されました。
　

　平戸市民病院の近藤薬剤師は、これまで取り組んで

きた学校での薬物乱用防止教育について、ユーモアを

交えながら発表しました。

　各演題とも、日頃の業務と並行しながらも、深く研究に取り組んでおり、素晴らしい発表でした。今回の

研究会は、他部署、多職種の仕事内容を理解し、改めて、多職種連携の必要性を感じる機会となりました。

　今後とも、両病院が互いに研鑽しながら、この研究会を継続し、患者満足度の高い病院を目指していきた

いと思います。

平戸市森林組合

㈲井２産業 しいたけ生産部

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104

ふるさとの味
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フタにかぶせて回すだけで、少ない力でも開ける

ことができます。

ビン、缶、ペットボトルなど

を開けるときに使います。
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果を発表・報告する「院内研究会」が、２年ぶりに開催されま

した。

　今回は新型コロナウイルス感染症予防の観点から、会場と平

戸市民病院を繋いだオンライン形式の開催となり、平戸市民病

院及び生月病院の職員約100名の参加がありました。

　第１部看護部の発表では、出口 ミユキ（生月病院看護師主任）座長の進行により、

①「看護師がEMISを入力出来るようになるまでの取り組み」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生月病院看護師　　　江頭　富美代

②「院内感染ラウンドの導入」　　　　　　　　　　　　平戸市民病院看護師　松山　大作

③「早期退院支援に関する看護師の意識変化～中間サマリー・中間カンファレンスを導入して～」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生月病院看護師　　　小田　裕子
　

の３つが発表されました。看護部の発表においては、すべての取り組みで職員の意識の向上、業務改善

が見られました。

　第２部医療技術部の発表では、岩村 誠一（生月病院総技師長）座長の進行により、

①「院外処方箋の疑義照会プロトコル運用」　　　　　  生月病院薬剤師　　　　青木　知子

②「地域に届け！薬物乱用防止教室」　　　　　  　　　平戸市民病院薬剤師　　近藤　司

③「ALPとLDの常用測定法の国際基準化について」　    生月病院臨床検査技師　谷口　真彦

の３つが発表されました。
　

　平戸市民病院の近藤薬剤師は、これまで取り組んで

きた学校での薬物乱用防止教育について、ユーモアを

交えながら発表しました。

　各演題とも、日頃の業務と並行しながらも、深く研究に取り組んでおり、素晴らしい発表でした。今回の

研究会は、他部署、多職種の仕事内容を理解し、改めて、多職種連携の必要性を感じる機会となりました。

　今後とも、両病院が互いに研鑽しながら、この研究会を継続し、患者満足度の高い病院を目指していきた

いと思います。

平戸市森林組合

㈲井２産業 しいたけ生産部

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104

ふるさとの味



検
査
・
診
断

長崎大学 平戸市民病院

気管

気管支

肺胞
肺

正常な肺胞構造 初期の間質性肺炎 進行した間質性肺炎

間質

間質が厚く硬くなり、
酸素が取り込めない

線維化して縮んだ状態

肺細胞の病状進行図

Summer Camp 2021
ONLINE

間質性肺炎について間質性肺炎について

間
質
性
肺
炎
と
は

  

人
間
が
呼
吸
を
す
る
時
、
空

気
は
ま
ず
鼻
か
ら
入
り
、
の
ど
、

気
管
、
そ
し
て
左
右
の
気
管
支

を
通
過
し
て
肺
内
に
い
た
り
ま

す
。
気
管
支
は
肺
に
入
る
と
、

細
か
く
枝
分
か
れ
し
て
い
き
、

最
終
的
に
は
末
端
の
「
肺
胞
」

と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
袋
に
到
達

し
ま
す
。

　
肺
は
、
た
く
さ
ん
の
肺
胞
の

あ
つ
ま
り
で
、
そ
の
中
に
は
空

原
因
・
症
状

テーマ：日本の最北端と最西端で
　　　　地域医療・コミュニティ
　　　　ヘルスを考える

　平戸市民病院では2005年から、長崎大学と連携し、地域医療やケアを体験し考える夏合宿を開催しています。
　今年は昨年に引き続き、新型コロナウイルスの感染防止のためオンラインで行いました。直接会うことが
できませんが、場所を飛び越えてつながることができます。そこで、「日本の最北端と最西端で地域医療・コ
ミュニティヘルスを考える」と題して北海道と平戸や世界各地の地域医療について、聞き、考えるプログラ
ムを用意しました。
　8月28日午前9時に黒田市長の開会挨拶でスタートし、世界各地の医療を経験した先生方の講演や北海道北
部や平戸市の医療に関する講演とともに、「地域の健康度を向上させるしくみ」をテーマにグループに分か
れて話し合いました。医学生、福祉学生、その他関係者100名以上が夕方まで講演やグループワークを通し
て、グローバルな地域医療について考えました。その様子についてお知らせします。

　地域で、病院の中と外で、COVID-19に
どのように備え、戦ってきたか。長崎、
北海道、フィリピンからの報告です。増
田先生からは、長崎離島で行政、消防、
介護施設、後方支援病院との連携を強化
する取り組み、松田先生からは、道東の
広域な診療圏を抱える中核病院での院内
クラスターの教訓、クリス先生からは、
フィリピンの感染症専門病院でのPCR検
査法確立を含めた支援や貧困地域の感染
症疫学研究などの報告がありました。

　歴史とロマンの

島である平戸の魅

力について、キリ

スト教伝来による

医療と福祉の慈善

活動を通して紹介。

　長崎大学医学科、長崎純心大学

地域包括支援学科、旭川医科大学

医学科、隠岐島前高校と、異なる

バックグラウンドの学生が集まっ

て、『気がついたら健康になるしか

け』を企画するグループワークを行

いました。

特別セミナー「新型コロナから地域を守る！2021」

グループワーク「『気がついたら健康になるしかけ』を企画しよう 平戸の紹介

長崎県上五島病院 医師　
増田　真吾先生

遠軽厚生病院 循環器科主任部長　
松田夏菜子先生

国民健康保険 平戸市民病院　
薬剤部  近藤　司先生

長崎大学 熱帯医学・グローバルヘルス研究科　
教授 クリス・スミス先生

　国際医療協力活動から帰国したばかりのお二人による活動報

告です。鵜川先生はパプアニューギニアでの結核のミッション、

蟹江先生はリベリアでの小児のミッションをされていました。

お二人にとって初めてのミッションを終えて、派遣前の経緯か

ら現地での仕事の様子、そこで感じたこと考えたことを語って

いただきました。

　長内先生からは、北海道の地理学的特性から説き起こして、

三大疾患(癌、脳卒中、心疾患)や他の地域では稀な疾患につい

ての解説がありました。

　黒嶋先生からは、広大なフィールドと極寒の気候の中での救

命救急の奮闘の様子を、実際の症例を紹介しながら熱く語ってく

ださいました。

　中桶先生からは、海と山との関連が深い平戸ならではの疾患

について紹介がありました。

　荒木先生と押渕先生からは松浦市のACP啓発DVDの紹介と、

それを市民と一緒になって作成したプロセスを通して見えてき

た真の多職種連携の姿についてのお話いただきました。

　　
鵜川　竜也先生

　　
蟹江　信宏先生

長崎国際医療人懇談会2021

地域医療講演会

旭川医科大学地域医療再生フロンティア研究室　
特任教授　長内　忍先生

旭川医科大学病院救命救急センター 集中治療部　
副部長  黒嶋　健起先生

国民健康保険 平戸市民病院　
副院長　中桶　了太先生

左:松浦市役所 保健師 荒木典子先生
右:押渕医院 医師 押渕素子先生

長崎大学病院感染症内科/国境なき医師団 医師

生月病院放射線スタッフの

気
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で
い
ま
す
。

肺
胞
の
周
り
に
は
毛
細
血
管
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
肺
胞

の
壁
と
血
管
の
間
で
ガ
ス
交
換

（
血
液
に
酸
素
を
取
り
込
む
一

方
で
、
二
酸
化
炭
素
を
放
出
す

る
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
肺

胞
の
ま
わ
り
の
薄
い
壁
の
こ
と

を
「
間
質
」
と
呼
び
ま
す
。
間

質
性
肺
炎
は
、
な
ん
ら
か
の
原

因
で
こ
の
薄
い
肺
胞
の
壁
「
間

質
」
に
炎
症
や
損
傷
が
起
こ
り
、

壁
が
厚
く
硬
く
な
り
ガ
ス
交
換

が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る
病
気

で
す
。
主
に
細
菌
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
起
こ
る
「
感
染
症
に

よ
る
肺
炎
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

   

原
因
は
多
く
の
場
合
、
特
定

で
き
ま
せ
ん
。
原
因
不
明
と
い

う
意
味
で
「
特
発
性
」
と
い
う

言
葉
を
使
い
、
原
因
不
明
の
間

質
性
肺
炎
を
「
特
発
性
間
質
性

肺
炎
」
と
呼
び
ま
す
。
原
因
が

特
定
で
き
る
場
合
も
あ
り
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
膠
原
病
（
自

己
免
疫
性
疾
患
）
を
は
じ
め
、

抗
癌
薬
や
漢
方
薬
な
ど
の
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
に
よ
る
薬
剤
性
や
、

金
属
や
鉱
石
の
粉
塵
吸
入
に
よ

る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

ま
た
、
喫
煙
は
間
質
性
肺
炎

を
進
行
さ
せ
ま
す
。
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
肺
に
感
染
し
て
起
こ

る
肺
炎
で
は
、
熱
や
痰
を
伴
う

咳
な
ど
が
多
い
で
す
が
、
間
質

性
肺
炎
で
は
そ
う
い
っ
た
症
状

は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
は

じ
め
は
多
く
が
無
症
状
で
す
が
、

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
で

の
軽
い
息
切
れ
や
、
痰
を
伴
わ

な
い
乾
い
た
咳
で
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
間
質
性
肺
炎
は

少
し
ず
つ
進
行
し
ま
す
の
で
、

症
状
を
自
覚
し
た
段
階
で
か
な

り
病
気
の
状
態
が
悪
化
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に

間
質
性
肺
炎
と
し
て
受
診
さ
れ

る
方
の
多
く
は
無
症
状
で
、胸
部

Ｘ
線
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る

診
断
結
果
の
異
常
が
受
診
の
動

機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
間
質
性
肺
炎
の
診
断
に
は
、

医
師
の
問
診
や
聴
診
（
肺
が
膨

ら
む
と
き
に
「
パ
チ
パ
チ
」「
パ

リ
パ
リ
」
と
し
た
音
）
で
の
診

察
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
胸
部

Ｘ
線
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
検
査
と
い
っ

た
画
像
検
査
が
重
要
で
す
。

　
２
つ
の
画
像
検
査
で
は
、
ス

リ
ガ
ラ
ス
様
陰
影
と
呼
ば
れ
る

影
が
特
徴
的
で
す
。
さ
ら
に
進

行
す
る
と
肺
が
硬
く
な
る
状
態

の
線
維
化
を
反
映
し
て
、
ハ
チ

の
巣
の
よ
う
に
見
え
る
蜂
巣
状

を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。　
特
に
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
り

間
質
性
肺
炎
の
有
無
か
ら
、「
通

常
型
」
や
「
非
特
異
性
」
な
ど

の
形
の
分
類
、
重
症
度
な
ど
多

く
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

か
ん

し
つ
せ
い
は
い
え
ん

詳しくは、HP 長崎大学病院国境を越えた地域医療支援機構 検索

動画配信中



区　　分

区　分

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院
生月病院

市民病院
生月病院

本年度
前年度
比　較
本年度
前年度
比　較

25,623
30,511
△4,888
13,596
16,010
△2,414

入院患者（人）
延数 1日平均

70.2
83.4
△13.2
37.2
43.7
△6.5

39,152
42,350
△3,198
20,245
24,451
△4,206

外来患者（人）
延数 1日平均

161.1
176.5
△15.4
83.3
101.9
△18.6

病床利用率
（％）

患者延数
（人）

病　床　数
（床） 一般 療養

64,775
72,861
△8,086
33,841
40,461
△6,620

87
87
0
60
60
0

58
58
0
60
60
0

29
29
0

－
－
－

80.7
86.1
△5.4
62.1
72.9
△10.8

計

准
看
護
師

看

護

師

臨
床
工
学
技
士

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

放
射
線
技
師

栄

養

士

薬

剤

師

医

師

事

務
5
3

４
３

2
1

2
1

２
1

３
2

6
２

2
1

1
0

５９
２５

0
2

86
41

◆患者動向

◆正規職員数（単位：人）

◆固定資産明細（単位：万円）

◆年度別純利益（損失）の推移

今年度増加額
今年度減少額
年度末残高
今年度増加額
今年度減少額
年度末残高

土地

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

区　分 合計建物 構築物 器械備品 車両 リース資産建設仮勘定
0
0

18,717
0
0

741

0
0

202,509
0
0

96,459

0
0

102,886
0
0

671

13,642
17,972
101,975
1,965
303

53,081

0
0

2,562
0
0

317

0
0
0
0
0

720

100
0

100
0
0
0

13,742
17,972
428,749
1,965
303

151,989

1億151万円
135万円

6,788万円
1,369万円

2,505万円
1,578万円

1,817万円
△572万円

令和２年度令和元年度
△1,079万円
△3,183万円

　　
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収

支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
23
憶
３
，
３
７

３
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
22
憶
４
，

６
２
３
万
円
と
、
差
引
８
，
７
５
０
万
円

の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。
平
戸
市
民

病
院
及
び
生
月
病
院
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
、
入
院
・
外
来
患

者
数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
の
国
・

県
補
助
金
の
交
付
も
あ
っ
て
、
平
戸
市

民
病
院
は
１
億
１
，
９
５
６
万
円
の
純
利

益
と
な
り
、
生
月
病
院
は
、
３
，
２
０
６

万
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
公
的
病
院
の
再
編
・
統
合
に
係

る
対
応
に
つ
い
て
は
、
平
戸
市
立
病
院

あ
り
方
検
討
委
員
会
を
５
回
開
催
し
、

今
後
の
市
立
病
院
の
あ
り
方
及
び
新
次

期
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
12
月
に
は
、
市
長
へ
の
中
間
答
申

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
生

月
病
院
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

の
転
換
及
び
病
床
の
削
減
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
満
足

を
得
ら
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
、
地
域
に
寄
り
添
う
包
括
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

決
算
概
要

1億1,95６万円
△3,206万円

いつまでも自分らしく、自立して生活するために「フレイル」を防いで、
健康寿命を延ばしましょう。

フレイルチェック

フレイル予防のために



有限会社鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

　
ま
た
、
血
液
検
査
、
呼
吸
機

能
検
査
の
肺
活
量
で
の
評
価
を

行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

気
管
支
鏡
を
使
っ
て
の
検
査
も

行
い
ま
す
。

   

間
質
性
肺
炎
は
、
ど
の
タ
イ

プ
の
も
の
か
に
よ
っ
て
、
と
る

べ
き
治
療
法
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
間
質
性
肺
炎
は

完
全
に
治
す
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
使
う
お
薬
に
よ
っ
て
進

行
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

非
薬
物
療
法
と
し
て
、
酸
素
療

法
、
呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
も
適
応
す
る
患
者
さ
ん
に

対
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
禁
煙
」「
風
邪
の
予

防
」「
栄
養
管
理
」「
適
度
な
運

動
」
な
ど
の
日
常
生
活
の
管
理

も
大
切
で
す
。

治
　　療

◇生月病院で検査したCT画像

上：間質性肺炎　　下：正　常

・上の画像では、白い薄い壁を持つ穴が並

　びハチの巣のように見えます。（蜂窩肺）

　
は
じ
め
ま
し
て
、
長
崎
大
学
熱
帯

医
学
研
究
所
臨
床
部
門
・
長
崎
大
学

病
院
感
染
症
内
科
（
熱
研
内
科
）
教

授
の
有
吉
紅
也
（
あ
り
よ
し
こ
う
や
）

と
申
し
ま
す
。

　
今
年
の
４
月
に
、
長
崎
大
学
病
院

　「
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機

構
」
機
構
長
を
副
機
構
長
の
前
田
隆

浩
教
授
と
と
も
に
併
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
構
は
、
調
漸

教
授
が
中
桶
了
太
准
教
授
ら
と
と
も

に
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
「
へ
き
地

病
院
再
生
支
援
・
教
育
機
構
」
を
発

展
的
に
改
組
し
た
も
の
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
長
年
、
ア
フ
リ
カ
や

東
南
ア
ジ
ア
で
医
療
や
研
究
に
携
わ

り
、
16
年
前
に
長
崎
大
学
熱
帯
医
学

研
究
所
の
内
科
（
熱
研
内
科
）
教
授

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
私
の
教
室
へ
は
、
日
本
中
か
ら
海

外
で
の
医
療
協
力
や
研
究
を
志
す
医

師
が
集
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
な

か
に
は
日
本
国
内
で
は
医
療
過
疎
で

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
者
が
少
な
か

ら
ず
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
医
師

へ
の
黒
田
成
彦
市
長
の
ご
理
解
と
、

こ
れ
ま
で
に
も
平
戸
市
民
病
院
の
押

淵
徹
院
長
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
ご
縁
も
あ
っ
て
、
私
が

機
構
長
を
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
国
境
や
県
境
を
越
え
て
活
躍
す
る
医
師
や
医

療
従
事
者
と
共
に
、
微
力
な
が
ら
平
戸
の
地
域
医
療
を
支
え

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

長
崎
大
学
病
院  

国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
　

機

構

長
　

有
　
吉
　
紅
　
也

　
長
崎
大
学
病
院
総
合
診
療
科
教
授
の
前
田
隆
浩
と
申
し
ま

す
。
総
合
診
療
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
者
を
し
て
お

り
、
総
合
診
療
医
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
総
合
診

療
医
は
、
ま
る
ご
と
何
で
も
診
る
地
域
の
医
師
で
す
が
、
数

年
前
か
ら
平
戸
市
民
病
院
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
若
手
医

師
の
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
と
一
緒

に
レ
ベ
ル
の
高
い
総
合
診
療
医
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
充

実
し
た
地
域
医
療
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
崎
大
学
病
院  

国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
機
構
長
　

前
　
田
　
隆
　
浩

平
戸
市
と
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
の
新
た
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
長
崎
大
学
病
院
「
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
支
援
機
構
」

平
戸
で
「
国
境
を
越
え
た
地
域
医
療
人
」
と
「
総
合
診
療
専
門
医
」
を
育
成
・
支
援

長崎大学病院スタッフ

顧問
（長崎大学 感染症共同研究拠点 副拠点長 教授）

機構長
（長崎大学病院 感染症内科 教授）

副機構長
（長崎大学病院 総合診療科 教授）

機構助手
（長崎大学病院 感染症内科 助手）

平戸市民病院スタッフ

顧問
（国民健康保険 平戸市民病院 院長）

臨床教育責任者
（国民健康保険 平戸市民病院 副院長）

指導医
（国民健康保険 平戸市民病院 医師/  長崎大学病院 感染症内科 医員      ）

調　漸

有吉紅也

前田隆浩

杉本尊史

押 淵 　 徹

中 桶 了 太

池田恵理子

長崎大学と平戸市の協定締結式ホームページで広く医師を募集しています

「蜂窩肺」

生月病院　放射線班　岩村　誠一



毎月第２・第４金曜日　　　※予約患者のみ　　    
毎月第１水曜日（午後）　大腸ファイバー       
毎週土曜日       
毎月第１金曜日（午前中）       
毎月第３金曜日（午前中）       
毎月第２・第４木曜日（午前中）　　※予約患者優先       
毎週火曜日　９：００～１１：３０　※予約患者のみ       
毎月第２・第４金曜日（午前中）　　※予約患者のみ           

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。         
◆「禁煙外来」は毎週火曜日（午後）要予約です。         
◆「小児科」の診察は、以下の時間となります。その他の時間帯は「内科」で診察します。         
　　午前８：３０～１１：００　　午後１４：００～１６：３０         

 

【材料２人分】

入院 6億3,832万円
外来 3億4,145万円
介護医療院 7,461万円
訪問看護 1,577万円
通所リハ 3,136万円
その他 1億3,282万円

入院 6億3,832万円
外来 3億4,145万円
介護医療院 7,461万円
訪問看護 1,577万円
通所リハ 3,136万円
その他 1億3,282万円

入院 2億9,105万円
外来 1億3,667万円
その他 6,492万円

入院 2億9,105万円
外来 1億3,667万円
その他 6,492万円

負担金交付金 2億589万円
患者外給食 88万円
長期前受金戻入 6,053万円
その他 818万円
補助金 1億4,149万円

負担金交付金 2億589万円
患者外給食 88万円
長期前受金戻入 6,053万円
その他 818万円
補助金 1億4,149万円

負担金交付金 1億1,172万円
患者外給食 22万円
長期前受金戻入 2,856万円
その他 279万円
補助金 4,151万円

負担金交付金 1億1,172万円
患者外給食 22万円
長期前受金戻入 2,856万円
その他 279万円
補助金 4,151万円

支払利息 2,298万円
雑損失 5,521万円

給与費 4億3,444万円
材料費 5,127万円
経費 1億3,685万円
減価償却費 6,606万円
資産減耗費 56万円
研究研修費 48万円

給与費 4億3,444万円
材料費 5,127万円
経費 1億3,685万円
減価償却費 6,606万円
資産減耗費 56万円
研究研修費 48万円

支払利息 71万円
雑損失 1,859万円

平戸市民病院
生 月 病 院

医業利益 経常利益
△2億2,216万円
△1億9,702万円

1億1,661万円
△3,152万円

1億1,956万円
△3,206万円

7億4,966万円
9,693万円

純 利 益 企業債残高

給与費 8億7,354万円
材料費 1億5,539万円
経費 3億138万円
減価償却費 1億1,534万円
資産減耗費 1,020万円
研究研修費 64万円

給与費 8億7,354万円
材料費 1億5,539万円
経費 3億138万円
減価償却費 1億1,534万円
資産減耗費 1,020万円
研究研修費 64万円

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受け、原則、独立採算制
をとっており、入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域に不可欠な病院が持続的に、安定的
な経営を行っていけるよう職員一同、鋭意努力しているところです。
　令和２年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

令和２年度
平戸市病院事業決算報告

令和２年度
平戸市病院事業決算報告



外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー
■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院

平戸市立病院広報平戸市立病院広報 October15th 2021平戸市立病院広報 October15th 2021October15th 2021
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山下　雅巳
徳永　　毅
池田　　徹
西山　　明
北川　直毅
田中奈津美
原　真一郎

神経内科
内　　科
透　　析
呼吸器内科
内　　科
脳神経外科
整形外科
整形外科

長崎大学病院
生月病院

徳永泌尿器科医院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院

毎月第２・第４金曜日　　　※予約患者のみ　　    
毎月第１水曜日（午後）　大腸ファイバー       
毎週土曜日       
毎月第１金曜日（午前中）       
毎月第３金曜日（午前中）       
毎月第２・第４木曜日（午前中）　　※予約患者優先       
毎週火曜日　９：００～１１：３０　※予約患者のみ       
毎月第２・第４金曜日（午前中）　　※予約患者のみ           
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川村　雅也

小林　　誠

池田　柊一
松永　和雄
原　真一郎
前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

血液内科
循環器科
整形外科
眼　　科

青洲会病院
 
 
 

平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11月15日（月）～19日（金）午前中       
12月13日（月）～17日（金）午前中
１月17日（月）～21日（金）午前中
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１金曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）

穴なし　　外注出力の時、穴なしと書いておく事

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。         
◆「禁煙外来」は毎週火曜日（午後）要予約です。         
◆「小児科」の診察は、以下の時間となります。その他の時間帯は「内科」で診察します。         
　　午前８：３０～１１：００　　午後１４：００～１６：３０         

　
※

※

※
　

※

　

※
※

　

※

※

※

※

※

※

　
※

※

11月：１日、２日、15日、16日　　12月：６日、７日、20日、21日　
１月：17日、18日、24日、25日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

要予約

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入
院治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。
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令和２年度 平戸市病院事業決算報告
平戸市と長崎大学熱帯医学研究所の新たなコラボレーション
Summer Camp 2021 ONLINE
平戸市立病院『院内研究会』を開催しました
平戸市民病院リハビリスタッフの『耳よりなハナシ～自助具って何だろう～』
生月病院放射線スタッフの『ちょっと聞いておくれ～間質性肺炎について～』
毎日できる健康チェック～「フレイル」を予防しましょう～
栄養管理室だより『いっただきまーす』
外来診療カレンダー　


